
中学校数学科学習指導案

平成○○年○○月○○日（○）

第２学年○組

授業者 ○○立○○中学校

教諭 ○ ○ ○ ○

１．題材名 図形の性質

２．題材について

（１）題材観

小学校では、実験や実測など具体的な作業を中心とした直観的な扱いを通して図形の概念や性質を学んで

きている。中学校１年生では、基本的な作図や図形の移動と空間図形についての操作活動等を通して論証指

導の素地となる内容を学習する。中学校２年生では、小学校で実験や実測で調べたりして得た既習の知識の

論証をもとにして論理的に推論することに慣れさせながら「証明すること」へとつなげていく。そして、本

題材では演繹的な推論の意味や方法を明らかにして、数学的な推論の意義と方法を理解し、論理的に筋道を

立てて思考したり、表現したりする力を養いながら、三角形や四角形、さらには円の中にある図形の性質を

調べていくことが主なねらいである。

円については 小学校４年生ではじめて学習し その後さまざまな学習をしてきている しかしながら 円、 、 。 「

周角」の定理は生徒にとって、新鮮味のある大変興味深い内容である。ここでの円の学習は、数学Ａの、円

に内接する四角形や接線と弦のなす角、方べきの定理などの内容へと発展していく。高校数学Ａで学んだ円

の性質は数学Ⅰ，Ⅱにつながる。数学Ⅰ，Ⅱでは直角三角形から三角比を導入し、次に一般角に拡張され、

、 、 。さらに三角比から三角関数へと発展していくが このとき 円の基本性質が重要なはたらきをするのである

そのため、中学校での円の学習は高校数学への橋渡し、出発点と考えられる。

、 。そこで 円周角の学習を終えた後に発展的な課題として円に内接する四角形の角の性質に迫ることにする

本時の授業では、復習問題から円に内接する四角形に共通する性質として「対角の和が１８０°」を予想さ

せ、課題を解決する流れとした。この性質の証明は、既習事項を利用することで中学生でも十分説明するこ

とができ、解決への見通しを立てて補助線を引くなどしていろいろな方法で課題解決に迫ることができる。

生徒一人一人の考えを大切にして、それぞれの解決方法は、その手がかりとして既習事項の何と結び付けた

のか、その内容を用いるためにどのようにして補助線をひいたのか、など解決への根拠を明確にしながら授

業を展開していきたいと考える。

そして、これらの活動を通して、理論的に思考したり表現したりする能力の伸張と高校数学での円の学習

への意欲の喚起へとつなげていきたい。

（２）題材の関連と発展

＜系統図の説明＞

小学校第４学年で、円や球の概念や性質を学び、初めてコンパスを使って円をかいたりする活動を

体験する。小学校第５学年では円周率を用いて円周や面積を求める学習をしている。中学校第１学年

では、円の対称性に基づいて図形の性質を見いだすとともに、その対称性に着目して「基本の作図」

の根拠として活用するなど、円についての理解を深めている。そして、中学校２年生では円周角と中

心角の関係を見いだし、論理的に考察する。高校では、数学Ａで円の性質をさらに深める学習へとつ

ながっていく。



小１

・三角形、四角形の素地 中１

・円の素地 ＜平面図形＞

・対称な図形

・基本の作図

小２

＜三角形と四角形＞

・三角形、四角形の概念 中２

＜平行と合同＞

・平行線や角の性質

小３ ・多角形の角についての性質

＜長方形と正方形＞ ・三角形の合同条件

・長方形と正方形の概念 ＜図形の性質＞

・三角形 数学Ａ

・平行四辺形 ＜平面図形＞

小４ ・円周角と中心角 ・三角形の性質

＜三角形と角＞ ・円の性質

・角の概念

・円の概念、性質

数学Ⅰ 数学Ｂ

＜図形と計量＞ ＜ベクトル＞

小５ ・三角比 ・平面上のベクトル

＜垂直・平行と四角形＞ ・三角比と図形

・台形、平行四辺形、ひし形の概念、

性質、かき方

・対角線の概念

＜図形の角＞

・三角形と四角形の内角の和

・多角形の概念

＜円周と円の面積＞

３．指導目標

（１）平面図形の性質を三角形の合同条件などをもとにして確かめようとする。

【数学への関心・意欲・態度】

（２）三角形や平行四辺形の性質、円周角と中心角の関係を見いだし、演繹的な推論によって論理的に考察

することができる。 【数学的な見方や考え方】

（３）三角形や平行四辺形の性質、円周角と中心角の関係を既習の図形の性質を用いて説明することができ

る。 【数学的な表現・処理】

（４）平面図形の性質を理解する。 【数量、図形などについての知識・理解】

４．指導計画（１９時間）

（１）三角形

・二等辺三角形の性質・・・・・・・３時間



・二等辺三角形になるための条件・・２時間

・直角三角形の合同・・・・・・・・２時間

（２）平行四辺形

・平行四辺形の性質・・・・・・・・３時間

・平行四辺形になるための条件・・・３時間

・特別な平行四辺形・・・・・・・・１時間

・平行線と面積・・・・・・・・・・１時間

（３）三角形と円

・直角三角形と円・・・・・・・・・１時間

・二等辺三角形と円・・・・・・・・２時間

・発展(円に内接する四角形)・・・・１時間（本時）

５．本時の学習指導

（１）本時の目標

・円に内接する四角形の性質を見つけいろいろな方法で課題を解決しようとする。

【数学への関心・意欲・態度】

・補助線を引くなどして、見通しをもって論理的に考察することができる 【数学的な見方や考え方】。

・円周角の定理や既習事項を用いて課題を解決することができる。 【数学的な表現・処理】

・円に内接する四角形の対角の和は１８０°であることを理解する。

【数量、図形などについての知識・理解】

（２）展開

学習活動 予想される生徒の反応 評価(☆)、指導上の留意点(・)

１円周角の復習をす ＜復習問題＞

る 円周を12等分したＡ～Ｌの点から、点Ｃ､Ｅ､Ｉ､Ｌを選んで、

四角形ＣＥＩＬを作ります。(四角形のすべての頂点が１つの円

の周上にあるとき、その四角形は円に内接するといいます)

このとき、∠ＥＯＬ、∠ＥＣＬ、∠ＥＩＬの大きさは、それ

ぞれ何度になりますか。

また、∠ＥＣＬ＋∠ＥＩＬ は何度になりますか。

Ａ

Ｂ Ｌ

Ｃ

Ｋ

Ｏ

Ｄ Ｊ

Ｅ Ｉ

Ｆ Ｈ

Ｇ



・∠ＥＯＬは、 ・円周角の定理を確認する。

360°÷１２×７＝210° ・12等分している円周の１つの弧

∠ＥＣＬは に対する中心角は30°であるこ

210°÷２＝105° と、さらに円周角が15°である こ

また、∠ＥＩＬは とを確認する。

360°－210°＝150°

150°÷２＝７５°

よって、∠ＥＣＬ＋∠ＥＩＬ＝180°

答え ∠ＥＯＬ＝210°∠ＥＣＬ＝105° ・向かい合っている角の和が180°

∠ＥＩＬ＝７５° になっていることを確認する。

∠ＥＣＬ＋∠ＥＩＬ＝180° ・円周上の違うところに４点をとっ

ても向き合う角の和が180°にな

るだろうかと疑問をなげかける。

＜課題＞

２課題をつかむ 円に内接する四角形の対角の和が１８０°になることを証明しよう。

・円が複数かかれたプリントを配布

３課題を解決する し、プリントに自由に記入して考

えさせる。

D
①円周角と中心角の関係 ☆対角の和が180°にな

○＝ｘ、□＝ｙとすると、 ることを積極的に説明

２∠ｘ＋２∠ｙ＝３６０° しようとしている。A □

２(∠ｘ＋∠ｙ)＝３６０° 【関心・意欲・態度】○○ □□

∠ｘ＋∠ｙ＝１８０° (プリント観察)

∠ＤＡＢ＋∠ＢＣＤ＝１８０° ・中心と２つの頂点を結○

び、円周角と中心角のB C
関係に気付かせる。

☆補助線をひいて、既習

事項と結び付けて考え

ている 【考え方】。

②二等辺三角形の底角と四角形の内角の和 (机間指導、 観察)プリント

円の中心と４つの頂点を結ぶと Ｄ ・ヒントカードを用意す

４つの二等辺三角形ができる る。

●＝ｗ、○＝ｘ、□＝ｙ、△＝ｚとすると、 ・中心と４つの頂点を結

２∠ｗ＋２∠ｘ＋２∠ｙ＋２∠ｚ＝３６０°Ａ んだ時にできる二等辺

２(∠ｗ＋∠ｘ＋∠ｙ＋∠ｚ)＝３６０° 三角形に注目させる。

∠ｗ＋∠ｘ＋∠ｙ＋∠ｚ＝１８０°

△ △∠ＤＡＢ＋∠ＢＣＤ＝１８０°

Ｂ Ｃ



③円周角と三角形の内角の和 Ｄ ・向かい合う頂点を結び

○＝ｘ、□＝ｙとすると、 対角線をひき、円周角

∠ｘ＋∠ｙ＝∠ＤＡＢ と三角形の内角の和を

∠ｘ＋∠ｙ＋∠ＢＣＤ＝１８０° Ａ 考えさせる。

∠ＤＡＢ＋∠ＢＣＤ＝１８０° ・

Ｂ Ｃ

④円周角と四角形の内角の和 ・対角線をひき、円周角

●＝ｗ、○＝ｘ、□＝ｙ、△＝ｚとすると、 Ｄ と四角形の内角の和に

２∠ｗ＋２∠ｘ＋２∠ｙ＋２∠ｚ＝３６０° 注目させる。△

２(∠ｗ＋∠ｘ＋∠ｙ＋∠ｚ)＝３６０° Ａ

∠ｗ＋∠ｘ＋∠ｙ＋∠ｚ＝１８０° ・自力で解決できた生徒△

∠ＤＡＢ＋∠ＢＣＤ＝１８０° ・ には、他の方法も考え

させる。

・図の中には、記号を用

Ｂ Ｃ いたり、式で分かりや

すく説明できるように

するよう助言する。

４解決方法を発表す ・自分の解決方法を発表する。 ☆自分の解決方法を筋道を立てて発

る ・いろいろな考え方も理解する。 表する。

【表現・処理】(発表)

・証明に用いた根拠を明らかにして

発表させる。

・それぞれの証明のよさを考えさせ

る。

５まとめをする ・自分のことばでまとめをする。

＜まとめ＞ ☆対角の和が180°であることを理

円に内接する四角形では対角の和は 解できたか 【知識・理解】。

１８０°である。 (プリント観察)

・自分の言葉でまとめをさせる。

・今日学習したことが高校数学につ

ながり、高校数学でさらに円につ

いての学習を深めることを示唆す

る。



６練習問題を解く ＜練習問題＞

次の図で、四角形ＡＢＣＤが円Ｏに内接している時、∠ｘの大きさを

求めなさい。

D A① ②

30°A
ｘ

D・Ｏ ｘ ・Ｏ

72°

65°B C B

C

・① 180°－72°＝108°

答え ∠ｘ＝108°

② ∠ はADC
180°－(30°＋65°)＝85°

∠ はABC
180°－85°＝95°

よって、∠ｘは

180°－95°＝85°

答え ∠ｘ＝85°

６成果と課題

（１）成果

円周角と中心角の関係を学習した直後だったため、復習問題をヒントに、①の考え方で取り組む生徒が

１番多かった。２番目に多かったのは、中心と頂点を結んでいるうちに、二等辺三角形が４つできること

。 、に気付いて②の考え方のように底角の部分に同じ印をつけ始めた生徒である 取り組むきっかけとしては

大きく分けてこの２つの考え方に分かれた。また、四角形の対角線を引く生徒もおり、多様な考え方を引

き出すことができた。発展的な内容とはいえ、２年生で学習したことで説明することができるので既習事

項についての理解をさらに深めることができた。そして、生徒たちは高校で学習する内容が、今自分達が

学習している内容で説明できると知って驚いていた。

この研究授業を通して、私自身改めて中学校での学習をしっかりと定着させることの大切さを感じ、系

統性を意識した授業を展開をすることで、生徒の学習への意欲も高まることが分かった。

（２）課題

系統性を意識した授業を展開していくためには、小学校や高校での題材のとりあげ方を中学校の教員も

理解することが重要である。今回の授業をきっかけに、小学校と高校の教科書を読むことができ大変参考

になった。しかし、私の勤務校もそうであるが、小学校から高校までの教科書は常備されていないので、

今後資料として各校種の教科書を用意したい。

今後も補充が必要な場面や発展的な課題を取り入れた方がよい場面が出てくるが、特に発展的な課題を

行うには現在の限られた授業時間の中では難しいのが現状である。そこで、課題の提示の仕方や発問の仕

方を工夫したり、指導計画の見直しをしていかなければいけないと考える。
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